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市
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
、 

７
年
連
続
の
受
賞 

読 者 

プレゼント
 

市 に お 住 ま い の 皆 さ ん の ご 協 力 の お か げ で す 　 今 後 と も よ ろ し く お 願 い し ま す 。！
 

全
国
有
線
テ
レ
ビ
協
議
会

 
自
主
放
送
番
組
コ
ン
ク
ῴ
ル

　
市
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
が
制
作
し
た
「
よ

み
が
え
れ
廃
校
〜
鮎
の
風
の
取
り
組
み

〜
」
が
、
本
年
度
の
農
村
Ｍ
Ｐ
Ｉ
Ｓ
施

設
自
主
放
送
番
組
コ
ン
ク
ー
ル
の
生
活

情
報
部
門
で
優
秀
賞
に
輝
き
ま
し
た
。

同
コ
ン
ク
ー
ル
は
全
国
有
線
テ
レ
ビ
協

議
会
の
主
催
で
、
ケ
ー
ブ

ル
テ
レ
ビ
の
入
賞
は
七
年

連
続
に
な
り
ま
す
。 

　
番
組
は
、
旧
鮎
川
小
学

校
の
保
存
と
活
用
を
図
る

「
鮎
の
風
実
行
委
員
会
」
の

活
動
を
追
い
、
同
会
の
取

り
組
み
を
丁
寧
に
ま
と
め

た
二
十
分
の
特
集
。
審
査

講
評
で
は
「
交
流
会
と
全

国
廃
校
サ
ミ
ッ
ト
を
中
心

に
、
豊
富
な
映
像
資
料
が
加
わ
り
、
木

造
校
舎
の
美
し
さ
を
強
調
す
る
構
成
に

な
っ
て
い
る
」
と
評
価
さ
れ
ま
し
た
。 

　
連
続
入
賞
は
取
材
へ
の
ご
協
力
と
番

組
へ
の
ご
理
解
が
あ
っ
て
こ
そ
の
こ
と

で
す
。
今
後
も
楽
し
ん
で
も
ら
え
る
番

組
づ
く
り
に
取
り
組
み
ま
す
の
で
、
ケ

ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
を
ご
覧
く
だ
さ
る
よ
う
、

未
加
入
の
方
は
ど
う
ぞ
ご
加
入
の
う
え

お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。
お
申
し
込
み
は

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
セ
ン
タ
ー
ま
で
。
　

　
　
　
　
　
　
（
　
６５
―
３
７
２
２
） 

県
代
表
で

全
国
広
報
コ
ン
ク
ー
ル
へ

『
広
報
ゆ
り
ほ
ん
じ
ょ
う
』 

　
平
成
２３
年
全
国
広
報
コ
ン
ク
ー
ル
に
か
か
る
県
選
考
会

が
２
月
４
日
、
県
庁
で
開
か
れ
、本
紙（
昨
年
１１
月
１
日
号
）

が
広
報
紙
の
県
代
表
と
し
て
推
薦
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
全
国
広
報
コ
ン
ク
ー
ル
は
地
方
自
治
体
の
広
報
活

動
の
向
上
を
目
的
に
、
広
報
紙
や
写
真
な
ど
の
作
品
を
審

査
・
表
彰
す
る
も
の
で
、
　
日
本
広
報
協
会
が
毎
年
実
施
。

本
市
で
は
、
平
成
２０ 
年
に
「
一
枚
写
真
」
の
部
に
推
薦
さ 

          れ
て
以
来
で
す
。 

　
１１
月
１
日
号
で
は
「
命
と
心
の
デ
ッ
サ
ン
」
と
題
し
、

心
の
病
気
や
自
殺
予
防
活
動
な
ど
を
多
角
的
な
視
点
か
ら

特
集
。
講
評
で
は
「
表
紙
か
ら
内
容
ま
で
一
貫
性
が
あ
り
、

素
晴
ら
し
い
。
重
い
テ
ー
マ
の
半
面
、
全
体
的
に
明
る
い

イ
メ
ー
ジ
が
あ
る
」
と
評
さ
れ
ま
し
た
。 

　
お
住
ま
い
の
皆
さ
ん
に
市
の
事
業
や
取
り
組
み
な
ど
を

お
知
ら
せ
し
、
広
く
ご
理
解
・
ご
協
力
を
い
た
だ
く
と
共

に
、
地
域
の
話
題
や
元
気
な
方
々
の
姿
も
伝
え
な
が
ら
、

明
る
く
活
力
あ
る
地
域
づ
く
り
を
担
う
『
広
報
ゆ
り
ほ
ん

じ
ょ
う
』
。
市
と
皆
さ
ん
と
を
結
ぶ
絆
と
し
て
親
し
ま
れ
、

信
頼
さ
れ
る
紙
面
づ
く
り
に
努
め
ま
す
。
ご
愛
読
を
お
願

い
し
ま
す
。 

（財） 

！

「あまさぎ
 プラムワインゼリー
 12個入り」をプレゼント

― 今月 25日（金）まで ― 「おたより」を添えてお申し込みください「おたより」を添えてお申し込みください

●史跡保存伝承の里
ホームページ　　　　　　174 ―２５２５
ht tp : //www. amasagi . com/

　
天
鷺
城
と
共
に
士
農
工
商
に
わ
た
る

建
物
な
ど
Ὶ
亀
田
藩
二
万
石
の
歴
史
と

文
化
を
集
積
し
た
施
設
と
し
て
昭
和
六

十
一
年
に
オ
ῴ
プ
ン
し
ま
し
た
Ί
旧
藩

祭
や
春
・
夏
・
秋
の
ま
つ
り
な
ど
を
開

催
し
て
お
り
Ὶ
昨
年
は
産
地
発
‎
亀
田

地
獄
う
ど
ん
‏
が
人
気
を
博
し
ま
し
た
Ί

　
由
利
本
荘
ひ
な
街
道
で
Ὶ
つ
ば
き
餅

づ
く
り
と
亀
田
の
町
家
の
ひ
な
見
学
を

行
い
ま
す
Ί
食
事
・
案
内
付
き
で
す
の
で
Ὶ

　
　
　
　
　

 

ぜ
ひ
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
Ί

今
後
も
地
元
の

歴
史
と
体
験
を

観
光
商
品
化
し
Ὶ

県
内
外
に
売
り

込
ん
で
い
き
ま

す
Ί

 
取
締
役 

佐
々

木
裕
三
さ
ん
​

き
ず
な
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本
市
、
５
位
に
躍
進
し
表
彰
状 

平
成
22
年
市
町
村
飲
酒
運
転
追
放
等
競
争 

県
由
利
地
域
振
興
局
の
伊
藤
局
長
か
ら
表
彰
状
を
受
け
取
る
長
谷
部
市
長
（
２
月
８
日
、
市
役
所
で
） 

　
県
に
よ
る
「
飲
酒
運
転
追
放

等
競
争
」
で
本
市
が
第
五
位
に

な
り
ま
し
た
。
こ
の
競
争
は
県

民
一
人
一
人
に
「
飲
酒
運
転
は

し
な
い
、
さ
せ
な
い
」
の
自
覚

を
促
す
こ
と
を
目
的
に
、
一
月

〜
十
二
月
の
飲
酒
運
転
、
酒
気

帯
び
運
転
の
検
挙
者
数
な
ど
を

免
許
登
録
人
口
比
で
数
値
化
し
、

市
町
村
ご
と
に
順
位
を
付
け
る

も
の
で
す
。 

　
本
市
は
、
前
年
の
十
位
か
ら

躍
進
し
五
位
へ
。
上
位
は
①
上

小
阿
仁
村
、
②
八
郎
潟
町
、
③

小
坂
町
、
④
大
館
市
で
し
た
。 

　
し
か
し
、
昨
年
は
酒
酔
い
運

転
が
五
件
、
酒
気
帯
び
運
転
が

二
十
一
件
発
生
し
、
飲
酒
運
転

の
交
通
事
故
で
死
亡
と
負
傷
が

一
人
ず
つ
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

　
飲
酒
運
転
に
「
つ
い
」「
う
っ

か
り
」
は
あ
り
ま
せ
ん
。
家
族

の
絆
や
笑
顔
、
時
に
は
尊
い
命

ま
で
も
奪
い
、
価
値
あ
る
人
生

を
失
わ
せ
て
し
ま
う
重
大
な
犯

罪
で
す
。 

　
栄
え
あ
る
表
彰
を
契
機
に

「
飲
酒
運
転
ゼ
ロ
の
ま
ち
」
を

目
指
し
、
地
域
一
丸
と
な
っ
て

取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。 

過去５年間の飲酒運転発生件数 

酒酔い運転 
区　分 平成18年 19年 20年 21年 22年 

酒気帯び運転 
飲酒による事故 

4
57
2

4
32
7

3
26
5

1
31
2

5
21
2

　地域づくり推進事業費を増額し

　てほしい。 

　総合支所の機能を強化してほしい。 

　旧前郷小の利用拡大を図ってほ

　しい。 

　営農組合への支援をお願いしたい。 

　旧国立療養所跡地の利用とカダ

　ーレについて伺いたい。 

　由利橋の架け替え、保育料の改

　正について伺いたい。 

　雇用の場を考えてほしい。 

　若者の定着に戸建て市営住宅な

　どを造ってほしい。 

由
　
利 

1月24日（月）・善隣館 
約120人参加 

　集落再編の考え方を伺いたい。 

　日本海沿岸東北自動車道の強風

　対策をお願いしたい。 

　統合小学校の跡地利用の考え方

　を伺いたい。 

　統合小の将来構想を伺いたい。 

　学校跡地の避難場所整備を考え

　てほしい。 

　路線バスの廃止対策について伺

　いたい。 

　ケーブルテレビの加入促進を図

　るべきだ。 

岩
　
城 

1月20日（木）・岩城会舘 
約80人参加 

　観光振興のため、道路整備を進

　めてほしい。 

　商店街維持に力を入れてほしい。 

　流雪溝の蓋を改善してほしい。 

　排雪を行ってほしい。 

　都市計画を他地域でも説明すべ

　きではないか。 

　議員定数について伺いたい。 

　学校跡地について伺いたい。 

　老人クラブに助成してほしい。 

　水路の改良をお願いしたい。 

　禅道場の観光利用を図ってはど

　うか。 

矢
　
島 

2月4日（金）・日新館 
約60人参加 

　市役所の土日開庁を行ってはど

　うか。 

　市の財政状況について伺いたい。 

　企業誘致、企業育成について伺

　いたい。 

　防災行政無線を活用してほしい。 

　市の施設の利用度を伺いたい。 

　除雪体制について伺いたい。 

　文化交流館カダーレの駐車場、

　東西道路について伺いたい。 

　地域づくり推進事業について伺

　いたい。 

　道路の補修をお願いしたい。 

本
　
荘 

2月2日（水）・アクアパル 
約80人参加 

　ふるさと会との結びつきを大事

　にしてほしい。 

　投票所の統合に伴う交通手段を

　伺いたい。 

　ごみ処理場の計画について伺い

　たい。 

　国道の改良促進をお願いする。 

　在宅福祉に市独自の体制づくり

　を。 

　行政協力員対象の研修などを開

　いてほしい。 

鳥
　
海 

12月22日（水）・紫水館 
約50人参加 

　日沿道の西目パーキングにかか
　る改良を図ってほしい。 
　男女のふれあいの場、仲人推進
　員などを設置してはどうか。 
　農業振興策について伺いたい。 
　大学生への奨学制度を拡充して
　ほしい。 
　医師不足にかかる対策、旧国立
　療養所跡地の今後の利用につい
　て伺いたい。 
　地域づくり推進事業を増額して
　ほしい。 
　国際交流協会などの組織を作っ
　てほしい。 

西
　
目 

1月14日（金）・シーガル 
約35人参加 

　旧国立療養所跡地の今後の利用

　について伺いたい。　 

　子育て支援策について伺いたい。 

　ＴＰＰへの対応などを伺いたい。 

　森林の活用、作業道の整備につ 

　いて伺いたい。 

　小学校の存続、職員の不祥事に

　ついて伺いたい。 

　地域社会活動を活性化する事業

　を実施してほしい。 

　外部評価委員会について伺いたい。 

 

東
由
利 

1月31日（月）・有鄰館 
約65人参加 

　市の均衡ある発展をお願いした

　い。 

　ＴＰＰと統合家畜市場について

　の方針を伺いたい。 

　秋田杉の活用を図ってほしい。 

　合併特例債について伺いたい。 

　議会の活性化について伺いたい。 

　ケーブルテレビの長所をもっと

　周知した方がいい。 

　地域医療について伺いたい。 

　道路の拡幅をお願いしたい。 

　住宅リフォーム助成、職員人事

　異動について伺いたい。 

大
　
内 

1月18日（火）・農村環境改 
善センター　約75人参加 

　各会場で地域の実情に即したご要望やご質問を寄せていただきまし
た。その都度、各部署で検討を進めています。今後も地域の声に耳を
傾け、期待に応えられるよう努力してまいりますので、市政へのご理
解とご協力をお願いします。　　（写真は鳥海地域の「ふれあいトーク」で） 

｢市民とのふれあいトーク｣    
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五
十
嵐
選
手
は
西
目
高
校
で
ボ

ク
シ
ン
グ
を
始
め
、
イ
ン
タ
ー
ハ

イ（
ラ
イ
ト
フ
ラ
イ
級
）と
国
体
を

制
し
、
二
冠
を
達
成
。
東
京
農
業

大
学
時
代
で
は
全
日
本
選
手
権

（
同
級
）
を
連
覇
す
る
と
と
も
に
、

ア
テ
ネ
五
輪
代
表
選
手
に
も
選
ば

れ
る
な
ど
、
華
々
し
い
活
躍
を
遂

げ
ま
し
た
。
平
成
十
八
年
夏
に
プ

ロ
入
り
し
、
こ
れ
ま
で
の
戦
績
は

　
戦
　
勝
１
敗
１
分
け
。
三
年
前

に
同
級
暫
定
王
座
に
就
き
な
が
ら
、

統
一
戦
で
判
定
負
け
し
た
の
が
唯

一
の
敗
戦
で
す
。 

　
捲
土
重
来
を
期
し
、
迎
え
た
王

座
決
定
戦
に
は
両
親
や
高
校
の
後

輩
、
銀
座
後
援
会
の
冨
岡
晃
司
会

長
と
メ
ン
バ
ー
な
ど
、
約
百
三
十

人
が
観
客
席
に
陣
取
り
、
赤
い
Ｔ

シ
ャ
ツ
姿
で
応
援
。
「
イ
ガ
ラ
シ
、

イ
ガ
ラ
シ
！
」
の
大
コ
ー
ル
の
中

で
試
合
開
始
を
告
げ
る
ゴ
ン
グ
が

鳴
り
ま
し
た
。 

　
五
十
嵐
選
手
は
、
一
回
か
ら
持

ち
前
の
ス
ピ
ー
ド
を
生
か
し
て
相

手
ボ
デ
ー
に
打
ち
込
む
な
ど
、
積

極
果
敢
に
攻
撃
。
二
回
に
も
的
確

な
パ
ン
チ
で
終
始
試
合
を
リ
ー
ド

し
、
三
回
二
分
七
秒
、
強
烈
な
左

フ
ッ
ク
か
ら
一
気
の
連
打
を
浴
び

せ
、
Ｔ
Ｋ
Ｏ
で
勝
利
。
つ
い
に
正

規
王
座
を
奪
取
し
ま
し
た
。 

　
ホ
ー
ル
が
祝
福
の
拍
手
と
大
歓

声
に
包
ま
れ
る
中
、
光
輝
く
チ
ャ

ン
ピ
オ
ン
ベ
ル
ト
を
巻
き
、
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
に
臨
ん
だ
五
十
嵐
選
手

は
、
長
男
の
比
呂
ち
ゃ
ん
（
９
カ

月
）
を
抱
き
な
が
ら
「
サ
ン
ト
ス

（
メ
キ
シ
コ
）
選
手
と
対
戦
し
た

こ
の
前
の
試
合
は
判
定
勝
ち
で
し

た
が
、
今
回
は
ワ
ン
チ
ャ
ン
ス
を

生
か
せ
、
Ｋ
Ｏ
を
決
め
ら
れ
ま
し

た
。
自
分
の
試
合
が
で
き
た
と
思

い
ま
す
。
後
援
会
、
両
親
、
家
族

の
お
か
げ
で
勝
つ
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
目
標
は
世
界
チ
ャ
ン
ピ
オ

ン
。
経
験
と
実
力
が
確
実
に
備
わ

る
よ
う
、
急
が
ず
に
前
へ
進
み
、

必
ず
世
界
タ
イ
ト
ル
を
取
り
た

い
」
と
、
次
の
目
標
に
向
か
っ
て

突
き
進
む
こ
と
を
宣
言
し
ま
し
た
。 

　
五
十
嵐
選
手
の
戦
前
の
世
界
ラ

ン
キ
ン
グ
は
Ｗ
Ｂ
Ａ
　
位
、
Ｗ
Ｂ

Ｃ
　
位
。
日
本
王
座
戴
冠
に
よ
り
、

こ
の
ラ
ン
ク
も
上
昇
す
る
こ
と
か

ら
、
念
願
の
世
界
タ
イ
ト
ル
挑
戦

が
い
よ
い
よ
現
実
味
を
帯
び
て
き

ま
し
た
。 

　
父
・
新
一
さ
ん
、
母
・
眞
智
子

さ
ん
は
「
俊
幸
は
小
学
生
ま
で
は

病
気
が
ち
な
子
ど
も
で
し
た
が
、

ボ
ク
シ
ン
グ
を
始
め
て
か
ら
心
身

が
丈
夫
に
な
り
、
自
分
に
自
信
が

持
て
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
同

級
生
や
指
導
者
、
ジ
ム
の
方
々
、

本
当
に
良
い
人
に
恵
ま
れ
、
応
援

し
て
も
ら
っ
て
い
る
こ
と
を
と
て

も
あ
り
が
た
く
思
っ
て
い
ま
す
」

と
話
し
ま
し
た
。 

　
秀
で
た
ス
ピ
ー
ド
と
磨
い
た
テ

ク
ニ
ッ
ク
、
培
っ
た
精
神
力
で
日

本
王
座
を
獲
得
し
た
”由
利
本
荘

の
星
“
五
十
嵐
俊
幸
選
手
。
今
後

の
さ
ら
な
る
活
躍
に
期
待
し
、
み

ん
な
で
応
援
し
ま
し
ょ
う
。 

スピード、パワー、テクニックで終始相手を圧倒 ―― 

チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
ベ
ル
ト
を
手
に
、
西
目
高
校
ボ
ク
シ
ン
グ
部
の
後
輩
た
ち
と 

後援会ののぼりに迎えられ― 

拳を上げ、声援に 
応える五十嵐選手 

五十嵐俊幸選手 
日本フライ級チャンピオンに 

プロボクサー 

（船岡出身） 

　ボデーにパンチが入っていま 
したので、もしかすると早い回 
で決着かとは思いましたが、あ 
れほど一方的な展開になるとは。 
１位の選手を相手に大きな力の 
差、ランクの違いを感じさせる 
くらいに圧倒した試合でした。 
　高校時代から現状に満足する 
ことなく、目標を持って練習す 
る生徒でしたのでオリンピック 
出場やプロでも日本一になれた 
のだと思います。敗戦を糧に精 
神的にたくましくなり、プロと 
して成長していると感じました。 
　同じジムで、ＷＢＡスーパー 
・バンタム級チャンピオンにな 
った下田昭文選手ととても仲が 
いいそうです。「野生のような 
すごい運動能力だ」と言ってい
ましたが、彼の周りにはいつも
目標にする人がいたのも幸いで
した。 
　本田明彦会長(帝拳ジム)が 
「今年中に世界挑戦させたい」 
と話した、と新聞で読み、世界 
チャンピオンベルトを巻いた姿 
をぜひ見てみたいと思います。 

プ
ロ
と
し
て
の 

成
長
を
感
じ
た 

西目高校ボクシング部 
監督 佐々木　学先生 
 

上
を
目
指
し
て 

ほ
し
い
先
輩 

西目高校ボクシング部 
ＯＢ 熊谷  将臣さん 
　　　　　　　　（26歳・井戸尻） 
 

プロボクサー・五十嵐俊幸選手（27歳・船岡出身・帝拳ジム）が、 

ついに日本フライ級のチャンピオンになりました。２月５日、東京・後楽園ホールで 

行われた王座決定戦で、同級１位の小林タカヤス選手（川島）に３回ＴＫＯで勝利。 

世界ランキングの上位に輝く、“由利本荘の星”の誕生です。 

 

３
ラ
ウ
ン
ド
２
分
７
秒
、 

左
フ
ッ
ク
か
ら
連
打
炸
裂 

世
界
挑
戦
を
視
野
に
、 

さ
ら
な
る
精
進
誓
う 

１４ 

１２ 

　市役所の玄関に掲げられた祝 
福の告知を見て、五十嵐先輩が 
ついに正規王座に就いたことを 
知りました。絶対にチャンピオ 
ンになってもらいたかったので、 
とてもうれしいです。やはりす 
ごいことですよね。 
　高校時代の先輩はパンチや動 
きが素早く、天性のセンス・素 
質を持った人で、当時はスイッ 
チが多かったと記憶しています。 
厳しい人でしたが、基礎や打ち 
合いのやり方をを細かく教えて 
くれ、自分の試合では先輩の声 
がいつも後押してくれました。 
　生まれながらの素質に加え、 
人一倍の努力をする先輩はもっ 
と上を目指せる人だと思います。 
一層の活躍を祈っています。 

！！ 

快 
挙 

１０ 

１１ 



６ 平成　年　月　日号　 広報ゆりほんじょう ２３ ３ １ 

栄
光
を
た
た
え
て
︱

　
長
年
に
わ
た
り
市
の
ス
ポ
ῴ
ツ
振
興
に
功
績
の
あ
ℕ
た
方
々
や
Ὶ
各
大
会
で

輝
か
し
い
成
績
を
収
め
た
選
手
や
チ
ῴ
ム
の
栄
光
を
た
た
え
る
‎
市
ス
ポ
ῴ
ツ
賞

表
彰
式
‏
が
二
月
十
六
日
Ὶ
ボ
ῴ
ト
プ
ラ
ザ
ア
ク
ア
パ
ル
で
行
わ
れ
ま
し
た
Ί

　
受
賞
さ
れ
た
皆
さ
ん
は
Ὶ
決
意
を
新
た
に
さ
ら
な
る
前
進
を
誓
い
合
い
ま
し
た
Ί

市
ス
ポ
ー
ツ
賞
表
彰
式

◆
有
功
賞 

◆
特
別
栄
光
賞 

◆
栄
光
賞 

個
人 

◆
奨
励
賞 

個
人 

◆
栄
光
賞 

団
体 

◆
奨
励
賞 

団
体 



　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
発
行
す
る
紹

介
状
と
市
専
用
の
履
歴
書
を
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。
詳
細
は
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
に
備
え
付
け
の
募
集
要
項

で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

勤
務
内
容　

子
供
の
国
で
の
接
客

　

と
施
設
管
理
、
祓
川
山
荘
の
管

　

理
人
（
宿
直
あ
り
）
な
ど

募
集
人
員　

１
人

勤
務
地　
花
立
牧
場
公
園（
矢
島
）

勤
務
時
間　

週
５
日
勤
務
（
38
時

　

間
45
分
）

応
募
資
格　

自
動
車
運
転
免
許
を

　

取
得
し
て
お
り
、
刈
り
払
い
機

　

 （
ブ
ッ
シ
ュ
ク
リ
ー
ナ
ー
）
の

　

使
用
と
鳥
海
山
矢
島
口
を
頂
上

　

ま
で
登
山
で
き
る
方

雇
用
期
間　

４
月
１
日
〜
９
月
30

　

日
（
更
新
可
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先　

　

３
月
15
日
㈫　

午
後
５
時
ま
で
、

　

矢
島
総
合
支
所
産
業
課　

☎
55

　

―

４
９
５
３

　

各
地
域
の
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
、

地
域
住
民
の
意
見
を
反
映
さ
せ
る

目
的
で
設
置
さ
れ
た
機
関
「
地
域

協
議
会
」
の
委
員
（
欠
員
補
充
）

を
公
募
し
ま
す
。

任
務　

会
議
（
年
４
回
以
上
）
に

　

出
席
し
、
市
長
な
ど
の
諮
問
に

　

応
じ
、
審
議
・
答
申
し
ま
す

任
期　
本
年
４
月
〜
平
成
25
年
６
月
末

募
集
地
域
・
人
員　

本
荘
・
西
目

　

地
域
か
ら
各
１
人

応
募
対
象　

本
荘
・
西
目
地
域
に

　

在
住
す
る
20
歳
以
上
の
方

応
募
方
法　

３
月
15
日
㈫　

午
後

　
５
時
ま
で
、
指
定
の
応
募
用
紙

　

に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
本
荘

　

地
域
の
方
は
地
域
振
興
課
、
西

　

目
地
域
の
方
は
西
目
総
合
支
所

　

振
興
課
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
に

　

よ
り
決
定
し
ま
す
。

※

報
酬
は
あ
り
ま
せ
ん
。
交
通
費

　

に
あ
た
る
費
用
弁
償
を
支
給
し

　

ま
す
。

応
募
・
問
い
合
わ
せ
先　

　

地
域
振
興
課　

☎
24
―
６
２
３

　

１
、
西
目
総
合
支
所
振
興
課　

　

☎
33―

４
６
１
０

物
品
名
・
数
量　

鉄
ス
ク
ラ
ッ
プ

　

 （
天
鷺
遊
園
遊
具
解
体
ス
ク

　

ラ
ッ
プ
）・
14
㌧
（
計
量
結
果

　

に
よ
り
増
減
あ
り
）

最
低
売
却
価
額　

１
㌧
当
た
り
＝

　

２
万
７
千
円

入
札
関
係
書
類
の
交
付　

３
月
７

　

日
㈪
〜
10
日
㈭　

午
前
９
時
〜

　

午
後
５
時
、
市
管
財
課
（
本
庁

　

舎
増
設
棟
２
階
）

※

期
間
内
に
書
類
の
交
付
を
受
け

　

て
い
な
い
方
は
入
札
に
参
加
で

　

き
ま
せ
ん

物
品
の
公
開
日
時　

３
月
７
日
㈪

　

〜
10
日
㈭　

午
前
９
時
〜
午
後

　

４
時
、
岩
城
総
合
支
所
産
業
課

　

☎
73―

２
０
１
４

※

あ
ら
か
じ
め
ご
連
絡
く
だ
さ
い

入
札　

３
月
17
日
㈭　

午
前
10
時
、

　

市
役
所
５
階
第
８
会
議
室

そ
の
他　

入
札
参
加
資
格
あ
り
。

　

物
品
の
計
量
や
搬
出
な
ど
に
係

　

る
す
べ
て
の
費
用
は
落
札
者
の

　

負
担
と
な
り
ま
す
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先　

　

管
財
課　

☎
24―

６
２
６
２

県
営
梵
天
住
宅　

１
戸（
世
帯
向
け
）

月
額
家
賃　

２
万
４
千
円
〜
４
万

　
７
千
400
円

敷
金　

家
賃
の
３
カ
月
分

募
集
期
間　

３
月
１
日
㈫
〜
18
日
㈮

抽
選
日　

３
月
25
日
㈮

申
込
書
類
の
配
布
・
申
し
込
み
先

　

県
由
利
地
域
振
興
局
建
築
課
、

　

秋
田
地
域
振
興
局
建
築
課

問
い
合
わ
せ
先　

県
秋
田
地
域
振

　

興
局
建
築
課　

☎
０
１
８―

８

　

６
０―

３
４
５
１

※

問
い
合
わ
せ
前
に
申
込
書
類
を

　

ご
準
備
く
だ
さ
い
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◆
要
件　

県
内
の
高
等
学
校
を
卒

　

業
し
、
次
の
①
・
②
の
い
ず
れ

　

か
の
要
件
を
備
え
て
い
な
け
れ

　

ば
な
り
ま
せ
ん
。

①
本
人
が
本
市
の
住
民
基
本
台
帳

　

に
記
録
さ
れ
て
い
る
、
ま
た
は

　

外
国
人
登
録
原
票
に
登
録
さ
れ
、

　

在
留
資
格
が
あ
る
方

②
保
護
者
が
本
市
の
住
民
基
本
台

　

帳
に
記
録
さ
れ
て
い
る
、
ま
た

　

は
外
国
人
登
録
原
票
に
登
録
さ

　

れ
、
在
留
資
格
が
あ
り
、
過
去

　

３
カ
月
以
上
本
市
に
居
住
し
、

　

引
き
続
き
居
住
し
て
い
る
方

◆
貸
し
付
け
対
象
者　

国
内
の
大

　

学
（
自
治
医
科
大
学
を
除
く
）

　

の
医
学
部
医
学
科
の
学
生
で
、

　

将
来
、
指
定
医
療
機
関
で
医
師

　

と
し
て
従
事
し
よ
う
と
す
る
方

◆
奨
学
資
金
の
種
類
と
貸
付
額

 【
修
学
資
金
奨
学
金
】

　

月
額
20
万
円

　
正
規
の
修
学
期
間
の
６
年
を
限
度

 【
入
学
資
金
奨
学
金
】　

　

入
学
金
と
し
て
納
付
す
る
額

　

 

（
限
度
額
800
万
円
）

　

入
学
年
度
の
１
度
限
り
。
ま
た
入
学
資
金
奨

　

学
金
の
み
の
貸
し
付
け
は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

広報ゆりほんじょう広報ゆりほんじょう広報ゆりほんじょう平成23年３月１日号平成23年３月１日号平成23年３月１日号

　

市
は
、
市
内
の
公
的
医
療
機
関
で
あ
る
「
由
利
組
合
総
合
病
院
」
と
「
市
鳥
海
診
療
所
」（
以
下
、

指
定
医
療
機
関
）の
医
師
確
保
を
目
的
に「
医
師
確
保
奨
学
資
金
貸
付
制
度
」を
創
設
し
ま
し
た
。

　

将
来
、
指
定
医
療
機
関
に
お
い
て
、
医
師
と
し
て
そ
の
業
務
に
従
事
し
よ
う
と
す
る
医
学
生

に
対
し
、
修
学
と
入
学
に
要
す
る
資
金
を
貸
し
付
け
す
る
制
度
で
す
。
貸
し
付
け
を
受
け
た
期

間
の
一
・
五
倍
の
期
間
、
市
長
の
承
認
を
得
て
、
市
内
の
指
定
医
療
機
関
で
医
師
の
業
務
に
従

事
し
た
場
合
に
は
貸
付
金
の
返
還
が
免
除
さ
れ
ま
す
。

　現在、医療機関での窓口負担が「１割の
方」は、平成24年３月まで引き続き、１割
に据え置かれます。　
　　　※３割負担の方、後期高齢者医療制度の
　　　　対象となる一定の障がいがあると認定
　　　　された方は除きます

　制度改正によって、本年４月から医療
機関にかかったときの窓口負担割合は２
割に引き上げられることとなっていまし
たが、平成24年３月まで、一割に据え
置かれることとなりました。
　対象となる方には、３月中旬以降、新
たな高齢受給者証を送付します。お手元
に届きましたら、確認をお願いします。
　
　　※受給者証の有効期限は『平成23年７月
　　　31日』と記載されます。これは、８月
　　　に前年の所得をもとに判定した際、負担
　　　割合が変更になる場合があるためです。
　　　判定後も負担割合が変わらない方は、平
　　　成24年３月まで１割の負担となります。

１  呼吸器系
２  消化器系
３  皮膚疾患
４  感  染  症
５  眼  疾  患

51.23%
13.76%
8.85%
7.49%
3.93%

１  呼吸器系
２  消化器系
３  眼  疾  患
４  皮膚疾患
４  筋骨格系

27.22%
15.83%
12.55%
7.92%
7.92%

１  循環器系
２  消化器系
３  筋骨格系
４  内  分  泌
５  眼  疾  患

25.82%
20.16%
11.34%
9.86%
6.30%

１  消化器系
２  循環器系
３  筋骨格系
４  内  分  泌
５  精神障害

23.06%
20.64%
9.62%
9.01%
7.12%

１  循環器系
２  消化器系
３  筋骨格系
４  内  分  泌
５  眼  疾  患

27.06%
19.63%
13.61%
8.97%
7.81%

１  消化器系
２  精神障害
３  呼吸器系
４  神  経  系
５  眼  疾  患

26.84%
13.81%
10.05%
6.59%
5.65%

１  消化器系
２  呼吸器系
３  精神障害
４  眼  疾  患
４  皮膚疾患

27.10%
16.45%
12.90%
8.04%
8.04%

１  消化器系
２  精神障害
３  循環器系
４  呼吸器系
４  筋骨格系

23.58%
16.55%
10.09%
7.60%
7.60%



昨
年
の
発
生
件
数
は　

件

過
去
　
年
で
最
少

　

一
昨
年
よ
り
28
件
減
の
19
件
と

過
去
10
年
で
最
少
で
し
た
が
、
火

災
１
件
当
た
り
の
損
害
額
が
大
幅

に
増
加
し
て
い
ま
す
。

　

火
災
の
種
別
で
は
、
建
物
が
11

件
、
林
野
１
件
、
車
両
２
件
と
大

幅
に
減
少
。
地
域
別
で
は
、
本
荘

地
域
が
８
件
、
東
由
利
と
西
目
地

域
が
３
件
、
矢
島
地
域
で
２
件
、

岩
城
、由
利
、大
内
地
域
は
１
件
で
、

鳥
海
地
域
は
無
火
災
で
し
た
。

　

建
物
火
災
の
焼
損
面
積
は
、
千

六
百
六
十
一
平
方
㍍
（
前
年
比
五

十
九
平
方
㍍
の
増
）、
火
災
１
件

あ
た
り
の
面
積
は
百
五
十
一
平
方

㍍（
同
八
十
四
平
方
㍍
増
）と
な
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
林
野
火
災
は

20
㌃
（
同
72
㌃
減
）、　

損
害
額
は
、

六
千
七
百
二
十
六
万
六
千
円
（
前

年
比
十
一
万
四
千
円
減
）、
１
件

あ
た
り
の
損
害
額
は
三
百
五
十
四

万
円（
同
二
百
十
万
六
千
円
増
）で
、

１
件
の
建
物
火
災
で
大
き
な
損
害

を
生
じ
て
い
る
こ
と
が
主
な
要
因

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

出
火
原
因
は
「
枯
れ
枝
・
ご
み

焼
き
か
ら
の
延
焼
、
子
ど
も
の
火

遊
び
・
花
火
や
線
香
の
不
適
切
な

使
用
、
電
気
配
線
接
触
部
の
過
熱

や
同
器
具
の
不
適
切
使
用
」
な
ど

が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

　

幸
い
住
宅
火
災
に
よ
る
死
者
は

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
大
切
な

命
を
守
る
た
め
に
も
、
期
限
を
待

た
ず
に
早
期
の
「
住
宅
用
火
災
警

報
器
」
設
置
が
望
ま
れ
ま
す
。

出
場･

搬
送
件
数
、
と
も
に

過
去
最
多
／
市
民
の
約　

人
に
１
人
が
搬
送

　

救
急
出
場
件
数
は
二
千
九
百
十

三
件
（
前
年
比
二
百
五
十
九
件
、

９
・
８
％
増
）、
搬
送
人
員
は
二

千
七
百
二
十
三
人
（
同
二
百
五
十

七
人
、
10
・
４
％
増
）
で
、
夏
場
の

猛
暑
に
よ
る
影
響
や
高
齢
化
な
ど

が
増
加
の
原
因
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

地
域
別
で
は
、
本
荘
地
域
の
千

三
百
八
十
九
件
が
最
も
多
く
、
全

体
の
約
48
％
を
占
め
、
事
故
種
別

で
は
、
急
病
が
千
九
百
三
十
六
件

で
全
体
の
66
％
、
次
い
で
一
般
負

傷
が
三
百
三
十
六
件
、
交
通
二
百

二
十
八
件
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
市
内
す
べ
て
の
消
防
署

（
２
）・
分
署
（
６
）
に
救
急
救

命
士
を
配
属
し
て
い
ま
す
が
、
そ

の
う
ち
五
分
署
で
二
十
四
時
間
の

常
時
対
応
が
で
き
て
い
ま
せ
ん
。

　

そ
の
た
め
、
救
急
救
命
士
が
勤

務
し
て
い
な
い
日
の
重
篤
な
救
命

事
案
が
発
生
し
た
場
合
に
は
、
最

寄
り
の
署
か
ら
救
急
救
命
士
が
同

乗
し
た
救
急
車
も
同
時
に
出
動
し
、

二
台
の
救
急
車
で
活
動
を
行
っ
て

い
ま
す
。
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　迅速で的確な人命救助で尊い命
を救った功績をたたえ２月17日、
伊藤清さん（59歳・長坂）と西目
地域の農事組合法人・秋田ニュー
マッシュ生産組合（鈴木澄夫代表
理事）へ市消防長から感謝状が贈
られました。

　昨年12月17日午後２時ごろ、伊
藤さんの前を走行していた女性が
運転する軽自動車がスリップし、
道路脇のため池に転落するのを目
撃。伊藤さんは、現場近くの農事
組合法人・秋田ニューマッシュ生
産組合に応援を要請し、伊藤さん
と同従業員が一致団結して、女性
を救助し、通報を受け駆けつけた
救急隊に引き継ぎました。
　伊藤さんと同組合の連携のもと、
早期発見と人命救助、早期通報の
「救命の連鎖」が実行され、尊い
命が救われたものです。

旭日単光章   故 須田二郎さん
（矢島町元町・１月７日逝去・81歳）

　自治功労。旧矢島町議会議員
（３期）、同副議長を歴任。矢島町
自治功労者。

件 数 前年比
11
1
2
5
19

建　物
林　野
車　両
その他
合　計

－13
－9
－1
－5
－28

件 数 前年比
8
2
1
1
1
3
3
0
19

本　荘
矢　島
岩　城
由　利
大　内
東由利
西　目
鳥　海
合　計

－3
－10
1
－7
－6
1
1
－5
－28

件 数 割 合
1,389
246
245
187
289
158
199
199
1

2,913

本　荘
矢　島
岩　城
由　利
大　内
東由利
西　目
鳥　海
市　外
合　計

47.68%
8.44%
8.41%
6.42%
9.92%
5.42%
6.83%
6.83%
0.03%
－

19

32

10

日
時　

３
月
13
日
㈰　

午
前
９
時

　

〜
正
午

会
場　

ア
ク
ア
パ
ル
（
屋
内
15
区

　

画
・
１
区
画
＝
約
１
坪
）

内
容　

不
用
に
な
っ
た
日
用
雑
貨
、

　

衣
類
、
書
籍
な
ど

出
店
料　

無
料

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先　

　

３
月
10
日
㈭
ま
で
、
ア
ク
ア
パ

　

ル　

☎
22―

５
６
１
１

日
時　

３
月
11
日
㈮　

午
前
10

　

時
〜

会
場　

本
荘
由
利
地
域
職
業
訓
練

　

セ
ン
タ
ー

対
象　
市
内
在
住
で
60
歳
以
上
の
方

年
会
費　

３
千
円

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

㈳
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　

☎
24―

５
１
１
１

※
秋
田
銀
行
、
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
、

　

秋
田
し
ん
せ
い
農
協
の
通
帳
を

　

ご
持
参
く
だ
さ
い

■
市
民
相
談
員
に
よ
る
相
談
（
要
予
約
）

日
時
・
会
場　

３
月
３
日
㈭・

10

　

日
㈭
・
17
日
㈭　

午
後
１
時
15

　

分
〜
５
時
・
市
役
所
市
民
相
談

　

室
日
時
・
会
場　

３
月
27
日
㈰　

午

　

前
９
時
〜
正
午
・
市
役
所
附
属

　

会
館
２
階
１
号
室

■
行
政
相
談
・
人
権
困
り
ご
と
相
談

日
時　

３
月
９
日
㈬

　

午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分

会
場　

市
役
所
５
階
第
４
会
議
室

■
消
費
生
活
相
談
員
に
よ
る
相
談

日
時　

月
〜
金
曜
日
（
祝
日
を
除

　

く
）
の
毎
日
午
前
10
時
〜
午
後

　

４
時

会
場　

市
役
所
市
民
相
談
室

※

以
上
の
相
談
の
ほ
か
に
は
、
市

　

民
課
市
民
相
談
室
と
各
総
合
支

　

所
市
民
福
祉
課
の
職
員
が
対
応

　

し
ま
す

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先　

　

市
民
課
市
民
相
談
室　

☎
24―

　

６
２
５
１

日
時　

３
月
５
日
㈯
、
６
日
㈰　

　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

会
場　

本
荘
由
利
地
域
職
業
訓
練

　

セ
ン
タ
ー
２
階
第
２
研
修
室

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

３
月
４
日
㈮
ま
で
、
東
北
税
理

　

士
会
本
荘
支
部　

☎
24―

５
２

　
５
５

　

３
月
の
水
曜
日
と
木
曜
日
は
窓

口
を
午
後
７
時
ま
で
延
長
し
、
市

税
の
納
付
と
相
談
を
受
け
付
け
ま

す
。

開
設
場
所　

収
納
課
窓
口

開
設
日
時　

３
月
２
、
３
、
９
、

　

10
、
16
、
17
、
23
、
24
、
30
、

　

31
日
の
水
曜
日
と
木
曜
日

問
い
合
わ
せ
先　

収
納
課　

☎
24

　

―

６
２
５
６

　

３
月
20
日
㈰
か
ら
、
青
少
年
旅

行
村
キ
ャ
ン
プ
場
と
由
利
高
原

オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場
の
予
約
受
け

付
け
を
開
始
し
ま
す
。
キ
ャ
ン
プ

や
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
、
多

く
の
皆
さ
ん
の
ご
利
用
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

利
用
期
間　

青
少
年
旅
行
村
キ
ャ

　

ン
プ
場…

４
月
20
日
㈬
〜
11
月

　

６
日
㈰
／
由
利
高
原
オ
ー
ト

　

キ
ャ
ン
プ
場…

４
月
28
日
㈭
〜

　

10
月
16
日
㈰

受
付
時
間　

３
月
20
日
㈰
か
ら
の
、

　

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

青
少
年
旅
行
村
ふ
れ
あ
い
ロ
ッ

　

ジ　

☎
53―

２
１
２
６

広報ゆりほんじょう広報ゆりほんじょう広報ゆりほんじょう

　市では、豪雪によって被害を受
けた農業者などの経営再開を支援
するため、農業生産施設などの災
害復旧に対し、補助金を交付しま
す。
　
◆対象者
　農産物販売農家、法人などの組織　
◆事業内容と補助率
①農業生産施設などの復旧に要す
　る資材費など（野菜・花き・菌茸
　・比内地鶏など） 　３／４以内
②水稲育苗、葉たばこなど専用の
　施設の復旧に要する資材費など
　　　　　　　　　　３／４以内
③果樹の苗木や支柱、棚などの復旧
　に要する資材費など　３／４以内
④樹園地の融雪剤などの購入
　　　　標準事業費の１／２以内　
◆事業期間
○樹園地の融雪剤などの購入
　　　　　　　　　３月末日まで
○農業生産施設などの復旧
　　　　　　　　　５月末日まで　
　補助率には、県補助金も含まれ
ていますが、県分が確定していな
いため、減額する場合があります。
また、施設ごとに上限も設定され
ます。詳しくはお問い合わせくだ
さい。

　市では、23年度に向けた農家の
経営基盤強化に資する農業用機械
や施設などの導入について、相談
業務を行っています。
　ご相談は、農業振興課（☎24－
6354）、または各総合支所産業課、
ＪＡ各総合支店営農資材課まで、
お早めにどうぞ。

平成23年３月１日号平成23年３月１日号平成23年３月１日号



　：本荘公民館　☎22－0900　　：本荘文化会館　☎22－3033　　：アクアパル　☎22－5611　　：市総合体育館　☎62－0500　　：シーガル　☎33－2315文 ア 総公

総
休
館

総
休
館公

シ
ル
バ
ー
カ
レ
ッ
ジ
「
鳳
山
学
園
」

 　
　
（
場
所
・
文
化
会
館
地
階
会
議
室
）　

10
時
〜
正
午

本
荘
南
中
学
校
吹
奏
楽
部
は
ー
と
ふ
る
コ
ン
サ
ー
ト

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 　

13
時
30
分
〜
16
時
文

第
21
回
三
道
書
道
教
室
「
書
の
作
品
展
」

　
（
〜
21
日
、
場
所
・
文
化
会
館
地
階
会
議
室
）

　

10
時
〜
18
時
（
19
日
は
13
時
〜
、
21
日
は
16
時
ま
で
）
文

第
20
回
民
謡
民
舞
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

10
時
〜
16
時　

入
場
料
あ
り

ア
ク
ア
パ
ル
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
「
水
辺
の
ま
ち
市
場
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

９
時
〜
正
午

文ア

第
12
回
ゆ
り
カ
ッ
プ
東
北
選
抜
小
学
生
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

　
　
　
　
　
（
〜
27
日
）　

８
時
〜
21
時
（
27
日
は
19
時
ま
で
）
総

本
市
・
に
か
ほ
地
区
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会　

８
時
〜
18
時
総

シ

本荘図書館

４日㈮

５日㈯

絵本の読み聞かせ・紙芝居ほか
　出演：ひだまり

市内各地区で作られた手づくり紙芝
居の実演　出演：４団体・３個人

(岩)おはなし会
　　　　　　午後３時30分～

絵本の読み聞かせ・紙芝居
　出演：ひだまり

絵本の読み聞かせほか
　出演：星のひとみ

(矢)よみきかせ会
　　　　　  午前10時～ 11時

(本)おはなし会
　　　　　　　　午後２時～
(由)３月の読みきかせ会
　　　　　    午後２時～３時
(由)大人のための朗読会
　　　　　　　　 午後３時～
(本)えほんでこんにちは
　　　　　　　　午後２時～

外国語による絵本の読み聞か
せほか

(大)手づくり紙芝居フェス
　　ティバル　　午前10時～

絵本の読み聞かせ・紙芝居ほか
　出演：すずめの巣

(大)おはなしのへや
　　　　　　午前10時30分～　

絵本の読み聞かせ・工作ほか
　出演：ゆりかごの会

(本)ヨミキカセ・ワールドワイド
　　　　　　　　午後２時～

12日㈯

17日㈭

絵本の読み聞かせ・工作ほか
　出演：ゆりかごの会

映像と音響効果を交えた朗読会
　出演：本荘高校放送部

「新たな一歩へ～背中を押すコトバ～」　（一般閲覧室）
「はるのにおいがする絵本」（児童閲覧室） 

※「出羽伝承館の３月の休館日」は７日㈪～９日㈬、22日㈫、28日
　㈪です。

19日㈯

26日㈯

岩城図書館 作家「藤田宜永」特集・テーマ企画「新生活応援特集」
今月の絵本「あきやまただし」

由利図書館 ｢エッセイスト・さくらももこ｣・「絵本作家　馬場のぼる」特集

出羽伝承館 ｢おとな向けの絵本｣  特集
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　補助金の交付を受けるには『３月31
日㈭まで』に期限厳守で、「完了実績
報告書」と「請求書」を提出してくだ
さい。
　
◆補助金の額
　対象工事費の10％に相当する額
　（上限30万円、千円未満切り捨て）
　
◆助成の対象
①市内の自己居住用の住宅を「市内業
　者」が50万円以上の増改築や修繕、
　補修などをする場合
②過去にこの制度による助成を受けて
　いない住宅
　
◆そ の 他
①本年度、県のリフォーム事業のみで
　実施済み（実施中）の工事も該当
② 「市税などに滞納がある方」、「市外
　業者が施工した場合」は対象外
　　
◆問い合わせ先

　都市計画課　☎24－6334
　または各総合支所建設課

※

催
し
物
の
時
間
な
ど
、
詳
し
く
は
各
施
設
へ
ご
確
認
く
だ
さ
い

受
付
期
間　

３
月
１
日
㈫
〜
７
日

　

㈪
の
土
日
を
除
く
午
後
１
時
〜

　

４
時
に
出
張
所
へ
来
所
く
だ
さ

　

い
。
希
望
者
多
数
の
場
合
は
抽

　

選
で
決
定
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

国
土
交
通
省
秋

　

田
河
川
国
道
事
務
所　

子
吉
川

　

出
張
所
（
石
脇
字
田
尻
29
・
ぱ

　

い
ん
す
ぱ
新
山
向
か
い
）　

☎

　

22―

６
３
６
０

　

４
月
13
日
㈬
〜
24
日
㈰
に
開
催

す
る
、
本
荘
さ
く
ら
ま
つ
り
の
出

店
者
を
募
集
し
ま
す
。

出
店
場
所　

本
荘
公
園
内
二
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１月４日㈫

５日㈬

６日㈭

８日㈯

９日㈰
13日㈭
14日㈮
16日㈰
18日㈫

19日㈬

20日㈭
21日㈮

24日㈪

25日㈫
26日㈬
27日㈭
28日㈮
31日㈪

仕事始め訓辞
新春商工パーティー
石脇福祉会新年会
市消防出初め式
佐々木健三氏百歳長寿祝金贈呈式
市文化交流館「カダーレ」名付け親賞贈呈式
連合秋田新春賀詞交換会（秋田市）
鮎川地区行政懇談会・懇親会 
石脇地区町内役員新春交流会
市成人式
市商工会鳥海支所新春懇談会・会員交流会
西目地域市民とのふれあいトーク
在京矢島会新年懇親会（東京都）
市特別職報酬等審議会、大内地域市民とのふれあいトーク
石の花通学路舗装整備工事竣工祝賀会
市商工会由利支所会員新春懇談会・懇親会
岩城地域市民とのふれあいトーク
石沢伯養会健康祈願祭、雪害状況現場視察（矢島地域）
由利地域市民とのふれあいトーク
㈳由利本荘青年会議所新年祝賀会
市議会臨時会、市議会全員協議会
あきたリッチセミナー in ＯＳＡＫＡ（大阪市）
Ｂ＆Ｇ全国市長会議（東京都）
企業訪問（東京都）
市豪雪対策本部会議、東由利地域市民とのふれあいトーク

支出額件　　　数
合　計 20,000１　　　件

支出日 支出額支　　出　　内　　容
１月１日　

４日　
４日　
５日　
６日　
８日　
８日　
８日　
13日　
14日　
16日　
16日　
16日　
18日　
19日　
19日　
22日　
23日　
24日　
26日　
29日　
31日　

合　計

3,400
3,000
5,079
4,465
5,000
3,360
3,420
3,400
3,160
3,382
30,000
5,000
8,000
16,170
3,400
3,360
3,300
3,386
5,000
18,230
5,000
3,382

141,894

石脇財産区新年会へ寸志（管財課長代理出席）
新春商工パーティー会費
石脇福祉会新年会へ寸志
市消防出初式来賓へ特産品お土産
連合秋田新春賀詞交換会会費
鮎川地区行政懇談会懇親会へ寸志
エランカップＧＳＬスキー大会レセプションへ寸志（矢島支所長代理出席）
石脇地区町内役員新春交流会へ寸志
市商工会鳥海支所新春懇談会会員交流会へ寸志
連合本荘地協・本荘由利地区労福協2011新春団結旗びらきへ寸志
在京矢島会新年懇親会へ寸志
市交通指導隊本荘支部新年会会費（藤原副市長代理出席）
市社交飲食同業組合新年会会費（村上副市長代理出席）
イギリス視察訪問時特産品お土産（藤原副市長）
石の花通学路舗装整備工事竣工祝賀会へお祝い
市商工会由利支所会員新春懇談会懇親会へ寸志
葛法福寿会新年会懇親会へ寸志（総務部長代理出席）
秋田建築労働組合本荘由利支部総会へ寸志（村上副市長代理出席）
㈳由利本荘青年会議所新年祝賀会へ寸志
あきたリッチセミナー in ＯＳＡＫＡ　特産品お土産
本荘高校同窓会・ＰＴＡ合同新年祝賀会会費（村上副市長代理出席）
本荘地域ゲートボール協会懇親会へ寸志（教育次長代理出席）

22　　　件

支出日 支出額支　　出　　内　　容
１月４日　
合　計

3,000
3,000

新春商工パーティー会費（村上副市長出席）
１　　　件

日時　３月12日㈯
　受け付け：午前９時15分～
　30分（終了予定は午後１時
　30分）
場所　本荘保健センター
対象　妊婦さんと家族
定員　30人
内容　○講話と調理実習「妊
　娠中の食事について」～楽し
　くみんなでクッキング・マ
　マ友を作ろう！／講師　市
　栄養士と食生活改善推進員
　○講話と読み聞かせ「赤
　ちゃんにもやさしいおはな
　しを！」～ちいさなこころ
　は絵本とともに育ちます～
　／講師　ゆりかごの会
持ち物　母子手帳、エプロン
申し込み・問い合わせ
　３月７日㈪まで、健康管理
　課　栄養指導班☎22－1834

日時　３月17日㈭
内容・時間
　○健康相談・血圧測定
　　午前９時30分～10時
　○自宅で継続できる軽体操
　　午前10時～11時
場所　鶴舞温泉中広間
参加費　無料
※タオルをお持ちください。
問い合わせ　本荘保健センター

☎22－1834

市文化交流館「カダーレ」市文化交流館「カダーレ」
名付け親の伊藤孝子さん名付け親の伊藤孝子さん
（長坂）と（１月６日）長坂）と（１月６日）

市文化交流館「カダーレ」
名付け親の伊藤孝子さん
（長坂）と（１月６日）

平成23年３月１日号 広報ゆりほんじょう

※母子健康手帳・アンケート票・バスタオルを忘れずにお持ちください。
※３歳児健診を受ける方は、ご家庭でアンケート票の中の聴力と視力の検査を行ってきてください。
※本荘地域と西目地域の７か月児健診は、個別健診となります。
※事前に健診の準備が必要なことから、お住まいの地域で受診してください。
※当日受診できない場合や不明な点は当該地域の保健センターまたは市民福祉課へご相談ください。

実施日 対象地域 事　業　名 対　　　象　　　者 受付時間 実施場所
２日㈬

８日㈫

９日㈬

14日㈪
16日㈬
22日㈫
23日㈬
24日㈭
25日㈮

岩城・大内
矢島・鳥海
由利・東由利
本荘・西目
岩城・大内
本荘・西目
本荘・西目
由利・東由利
本荘・西目
本荘・西目
矢島・鳥海

４・７・10か月児健診
１歳６か月児健診
３歳児健診
１歳６か月児健診
３歳児健診
２歳児歯科健診
３歳児健診
４・７・10か月児健診
４か月児健診
10か月児健診
４・７・10か月児健診

平成22年４月・７月・10月生まれ
平成21年６月・７月・８月生まれ
平成19年７月・８月・９月生まれ
平成21年８月生まれ
平成19年８月・９月・10月生まれ
平成20年12月生まれ
平成19年９月生まれ
平成22年５月・８月・11月生まれ
平成22年11月生まれ
平成22年５月生まれ
平成22年５月・８月・11月生まれ

12：40～13：10
13：00～13：15
12：45～13：00
13：00～13：30
12：40～13：00
13：00～13：30
13：00～13：30
12：45～13：00
13：00～13：30
13：00～13：30
13：00～13：15

大内保健センター
矢島保健センター
由利福祉保健センター
本荘保健センター
大内保健センター
本荘保健センター
本荘保健センター
由利福祉保健センター
本荘保健センター
本荘保健センター
矢島保健センター

※問い合わせは、当該地域の保健センターまたは市民福祉課へお願いします。

日 実　施　場　所受付時間 備　　考

10日㈭

15日㈫

25日㈮

ＴＤＫ由利本荘㈱（本荘）
由利地域振興局
西目総合支所
ＪＡ秋田しんせい西目支店
マルハン由利本荘店
由利組合総合病院

10：00～11：30
13：00～14：00
10：00～11：00
15：30～16：30
10：00～11：30
13：00～16：30

全血献血

全血献血

全血献血

▷問い合わせ先…本荘由利広域
　休日応急診療所（堤脇45：☎
　24－3917）、平日は市民福祉
　部健康管理課（本荘保健セン
　ター☎22－1834）

※当番医師は変更になる場合も
　あります。
※お薬手帳をお持ちの方は提示
　してください。

日 医　師　名
６日㈰
13日㈰
20日㈰
21日㈪
27日㈰

佐　藤　　　護
高　橋　葉満子
前　原　巳知夫
三　浦　　　忍
佐　藤　省　子

　自死遺族のこころを理解し、共に住
みやすい、安心して暮らせる地域づく
りを皆で一緒に考えてみませんか。

　　　　３月14日㈪
　　　　午後１時30分～３時30分
　　　　由利福祉保健センター
　　　　演題「自死遺族に向き合う

－遺族支援の立場から－」
　　　　講師　秋田グリーフケア研究会
　　　　　　　代表　涌井 真弓 さん
　　　　ホットハート由利

　３月７日㈪まで事務局　由利総合支
　所市民福祉課☎53－2113

　お子様の予防接種はお済みです
か？期間中の５日㈯・６日㈰も実
施する医療機関がありますので、
この機会に定期の予防接種を受け
ましょう。
　接種協力医療機関など詳しくは
お問い合わせください。

みんないい笑顔　 （２月22日、４・７・10か月児健診　由利福祉保健センター）
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さや か

あお い
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 み さき

　 しずく
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 さ  き

 き  い

 ひ まり

ゆう な

 き いち

村上　清香ちゃん（直樹さん）大浦
佐藤　蒼天ちゃん（　健　さん）一番堰

阿部　心優ちゃん（翔太さん）薬師堂
佐々木晃大ちゃん（功明さん）蟻山
猪股　夕奈ちゃん（奨大さん）石脇
五十嵐奎斗ちゃん（克哉さん）石脇
冨澤　美咲ちゃん（将行さん）石脇
長谷部　雫ちゃん（　諒　さん）砂子下

藤山　湊太ちゃん（純哉さん）石脇
阿部　咲希ちゃん（豊和さん）土谷
大友　希生ちゃん（貴史さん）給人町
工藤　陽莉ちゃん（恭一さん）宮内
嵯峨　優奈ちゃん（祐太さん）一番堰
髙橋　貴一ちゃん（武貴さん）石脇

　  りん

こう が

　  れい

 ひ  な

あや と

ゆい と

 り  の

 ひなた

 に  こ

ゆう と

 ま  や

 あ  き

 そ  ら

高野　　凛ちゃん（広明さん）赤田
小野　琥雅ちゃん（信弘さん）石脇
杉渕　　伶ちゃん（暢彦さん）石脇
村上　陽菜ちゃん（智紀さん）一番堰
佐藤　絢斗ちゃん（利秋さん）矢島町七日町
能登屋結斗ちゃん（　淳　さん）岩城赤平

三浦　俐乃ちゃん（一行さん）吉沢
石井　陽向ちゃん（吉孝さん）岩谷麓
堀　　仁子ちゃん（敏明さん）中館
木嶋　勇翔ちゃん（　勇　さん）久保田

遠藤　麻耶ちゃん（舞子さん）東由利法内
佐藤　彪生ちゃん（弘樹さん）西目町西目
黒木　颯空ちゃん（　敦　さん）鳥海町栗沢

楽らく吹き矢無料体験教室本荘支部無料体験会
　吹き矢は、いつでも、どこでも、誰でも、手軽にできる健康スポーツ。楽しくやってみませんか！
日時／３月の毎週木曜日
　　　午後１時30分～３時30分場所／本荘格技場（尾崎小学校隣り）問い合わせ／
　工藤☎090－2794－0917

ダンスパーティー
日時／３月６日㈰　午後１時30分～

場所／アクアパル
会費／ 1,000円
問い合わせ／本荘社交ダンスサー

　クル　佐々木☎67－2126

清徳幼稚園・清徳べビー保育園

第６回パンダくらぶ（未就園児の集い）

日時／３月２日㈬　午前11時～

場所／清徳幼稚園
対象／未就園児と保護者
持ち物／内ズック
内容／親子体操。専門の体育の

　先生が楽しく指導いたします

※在園児の保育をご覧になりた

　い方は、11時前の来園も可

　能です。
申し込み・問い合わせ／

清徳幼稚園☎24－2501

は～とふるコンサート
　勝平中学校、金浦中学校と本
荘南中学校の３校吹奏楽部によ
る合同演奏会。仁賀保高校、新
屋高校を全国大会金賞に導いた
髙野豊明先生を迎えて合同演奏
もお送りします。
日時／３月21日㈪
　　　開演午後１時30分
場所／本荘文化会館
入場料／無料
問い合わせ／勝平中学校（飯嶋）
　☎018－863－7782

佐藤マサノさん（明治44年２
月15日生まれ・西沢）と阿部
キヤさん（明治44年２月19
日生まれ・前郷）と伊藤シキ
ノさん（明治44年２月20日
生まれ・赤田）に、市から賀
詞と長寿祝い金が贈呈されま
した。
　どうぞこれからも
お元気でお過ごしく
ださい。

手作りマーケットin由利本荘ひな街道
　蜜蝋キャンドルやアクセサ
リーなどの手作り体験や、布小
物、消しゴムはんこなど、様々
なジャンルの手作り雑貨を展
示・即売します。
日時／３月13日㈰
　　　午前10時～午後４時
場所／本荘公園　修身館・本丸の館
　　　（入場無料、手作り体験は有料）
※詳しくはホームページをご覧くださ
　い。〔手作りマーケット　ひな〕検索
　http://www.bon-copains.
　com/hina-market/
問い合わせ／手作りマーケット
　事務局（こぱん内）☎44－
　8285（火～土：午前10時～
　午後５時）

平成23年３月１日号 広報ゆりほんじょう

ＢＭＣ　Vol.５
「22歳以下ストリートダンスコン
テスト＆HIPHOPソロバトル」
　地域をストリートダンスで元気にし
よう！と始めて今年で５年目。大坂か
ら日本を代表するダンサー「Yokoi」
をゲストに、参加者の熱いダンスパ
フォーマンスにご期待ください。
日時／３月５日㈯　開場午後３時
場所／アクアパル
入場料／前売り1,500円、当日
　2,000円、小学生未満無料
問い合わせ／
　生駒☎080－5092－3315
　メール　style-s.t.k@softbank.ne.jp

本荘落語寄席
日時／３月12日㈯　開場午後　１時30分　開演午後２時場所／アクアパル
出演／三遊亭　竜楽（落語家）内容／古典落語と創作落語チケット／前売り 1,000円　　　　　当　日 1,200円※市商工会本所・各支所、アクアパル、　チケット取り扱い表示店で販売中。問い合わせ／市商工会本所

☎23－8686

「ひなた」に参加しませんか
日時／３月16日㈬・30日㈬
　　　午後１時30分～４時30分
※遅刻早退かまいません。
場所／本荘勤労青少年ホーム
対象／ひきこもりなど、人間関
　係で足踏みしている若い方
問い合わせ／三浦☎23－2192

彼岸釜のご案内（茶道裏千家わけい会）日時／３月21日㈪
　　　午前９時30分～正午場所／鶴舞会館３階
茶券代／500円（中学生以下無料）問い合わせ／工藤☎22－6225

親子DEベビーマッサージ

日時／３月27日(日)
　　　午前10時30分～11時30分

場所／砂子下コミュニティセンター

対象／生後２カ月ぐらい～ハイ

　ハイ期ぐらいまでの赤ちゃん

　と保護者
持ち物／バスタオル１枚と赤ちゃ

　んの飲み物
参加料／500円
申し込み・問い合わせ／
　おててつないで　松本

☎090－5180－1441

※月～金曜日教室でレッスン（要予約）

6225

由利耕心大学講座受講生募集
日時／４月～12月の毎月10日
　（祝日・土・日は変更あり）
　午前10時～午後３時（２講座）
※開講式　４月11日㈪　午前10時～
場所／西目公民館シーガル
講師／県内の大学教授、専門科
　目別の有識者、活躍している
　著名人など
対象／50歳以上の方
科目／政治、経済、教育、歴史、
　健康、社会、文化、環境、福
　祉など
受講料／3,000円（年間）
申し込み・問い合わせ／
　３月25日㈮まで事務局　森
　（☎33－3292）へ
※在校生は各地区理事へ。

　股リヱ子さん
（上野・67歳）

井島　　香さん
（土谷・36歳）

小林　トシさん
（水林・93歳）

五味　武一さん
（花畑町・84歳）

佐々木秀雄さん
（万願寺・77歳）

長谷部キクさん
（松ヶ崎・88歳）

斉藤　トキさん
（水林・88歳）

古戸新五郎さん
（川口・83歳）

伊藤　　弘さん
（薬師堂・77歳）

池田　ハツさん
（大浦・89歳）

　藤シケミさん
（土谷・89歳）

伊東タケヨさん
（大鍬町・91歳）

小野　キンさん
（一番堰・82歳）

　林ミチヨさん
（御門・92歳）

佐藤　洋二さん
（鶴沼・92歳）

三浦　定治さん
（水林・77歳）

三浦　　努さん
（玉ノ池・68歳）

熊谷　清士さん
（玉ノ池・80歳）

原田カツヱさん
（石脇・83歳）

髙橋ハル子さん
（水林・82歳）

大杉トメヨさん
（矢島町元町・78歳）

佐々木ミツヨさん
（矢島町元町・90歳）

佐藤久一郎さん
（矢島町新荘・88歳）

木村　チヨさん
（久保田・79歳）

大関サクヨさん
（前郷・87歳）

吉尾　忠夫さん
（牛寺・77歳）

佐々木三郎さん
（徳沢・76歳）

鈴木　トシさん
（大内三川・86歳）

伊藤トモヱさん
（長坂・76歳）

阿部　鏡子さん
（羽広・87歳）

渡部　　亘さん
（新田・69歳）

山本　要一さん
（岩谷町・80歳）

伊藤　尚夫さん
（葛岡・88歳）

長谷山榮吉さん
（東由利老方・97歳）

長谷山正男さん
（東由利蔵・85歳）

八嶋　俊雄さん
（東由利黒渕・83歳）

小笠原正作さん
（東由利宿・81歳）

阿部アキノさん
（東由利法内・99歳）

齋藤スヱノさん
（西目町出戸・80歳）

森井　賢一さん
（西目町西目・83歳）

佐藤　作松さん
（西目町海士剥・78歳）
三浦タミヱさん
（鳥海町上笹子・86歳）
鈴木　竹郎さん
（鳥海町上笹子・73歳）
佐藤チヨヱさん
（鳥海町小川・94歳）

佐藤　トヨさん
（鳥海町上川内・80歳）



　
今
年
の
夏
、
北
東
北
三
県
で

開
催
さ
れ
る
イ
ン
タ
ー
ハ
イ

（
全
国
高
校
総
合
体
育
大
会
）。 

　
こ
の
競
技
ポ
ス
タ
ー
図
案
の

表
彰
が
開
催
地
ご
と
に
行
わ
れ
、

西
目
高
校
の
生
徒
三
人
が
サ
ッ

カ
ー
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
、
ボ
ク

シ
ン
グ
そ
れ
ぞ
れ
で
最
優
秀
賞

に
輝
き
ま
し
た
。 

　
受
賞
作
品
は
各
競
技
の
ポ
ス

タ
ー
や
プ
ロ
グ
ラ
ム
な
ど
に
用

い
ら
れ
ま
す
。 

　
な
お
、
サ
ッ
カ
ー
競
技
で
田

代
晴
香
さ
ん（
由
利
高
二
年
）が

優
秀
賞
、
板
垣
唯
さ
ん（
同
一
年
）

が
佳
作
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
競
技

で
東
海
林
瑞
穂
さ
ん
（
同
二
年
）

が
佳
作
、
ボ
ク
シ
ン
グ
競
技
で

佐
藤
瑞
穂
さ
ん（
西
目
高
三
年
）

が
優
秀
賞
と
な
り
ま
し
た
。 

■
本
市
で
の
開
催
日
程 

▽
サ
ッ
カ
ー
　
７
月
２８
日
〜
３０

日
、
西
目
カ
ン
ト
リ
ー
パ
ー
ク

サ
ッ
カ
ー
場 

▽
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
　
男
子
は
７

月
３１
日
〜
８
月
４
日
、
女
子
は

８
月
８
日
〜
１２
日
、
市
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
場
、
由
利
運
動
公
園

「
サ
ン
ラ
イ
フ
・
ス
ポ
ー
ツ
プ
ラ
ザ
」、

矢
島
多
目
的
運
動
広
場 
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イ
ン
タ
ῴ
ハ
イ
競
技
ポ
ス
タ
ῴ
図
案

西
目
高
生
　
人
が
最
優
秀
賞 

３ 

熱
戦
再
来 

北
東
北
総
体 

■
ソ
フ
ト
ボ
ῴ
ル  

同 

 　
佐
藤
碧
衣
さ
ん 
二
年
 

■
ボ
ク
シ
ン
グ 
秋
田
市
開
催
 　
渡
辺
恵
実
さ
ん 
三
年
 

■
サ
兊
カ
ῴ 
本
市
開
催
 　
佐
藤
優
衣
さ
ん 
二
年
 

左
か
ら
Ὶ佐
藤
優
衣
さ
ん 
二
年
 
Ὶ渡
辺
奈
央
さ
ん

 
同
 Ὶ三
浦
絵
里
さ
ん 
同
 Ὶ
チ
ῴ
ム
名
‎
バ
ナ
ῴ
ヌ
‏

一
人
一
人
に
絵
馬
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

　
県
教
育
委
員
会
が
開
催
し
た

「
高
校
生
賞
品
開
発
コ
ン
テ
ス
ト
」

の
食
品
加
工
部
門
で
、
西
目
高 

校
の
生
徒
に
よ
る
「
と
ん
ぶ
り 

と
ク
リ
ー
ム
チ
ー
ズ
の
パ
イ
」
が

優
秀
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。 

　
コ
ン
テ
ス
ト
は
高
校
生
の
起
業

家
精
神
の
育
成
や
北
東
北
イ
ン
タ

ー
ハ
イ
に
向
け
本
県
の
Ｐ
Ｒ
に
つ

な
が
る
創
作
を
進
め
よ
う
と
行
わ

れ
た
も
の
で
す
。
審
査
で
は
、
と

ん
ぶ
り
や
し
ょ
っ
つ
る
な
ど
、
秋

田
の
風
味
を
生
か
し
た
点
が
評
価

さ
れ
ま
し
た
。 

　
木
工
の
愛
好
グ
ル

ー
プ
・
鳥
海
も
の
つ

く
り
の
会
（
佐
藤
昭

市
会
長
）
で
は
１
月

２７
日
、
鳥
海
中
学
校
三

年
生
五
十
七
人
に
合
格

祈
願
の
絵
馬
を
贈
り
ま

し
た
。 

　
同
会
に
よ
る
絵
馬
の
贈
呈
は
五

回
目
。
例
年
、
干
支
を
題
材
に
し

て
お
り
、
今
回
は
立
体
的
な
ウ
サ

ギ
を
取
り
付
け
、「
合
格
」
の
語
呂

合
わ
せ
で
五
角
形
に
仕
上
げ
て
縁

起
を
祝
っ
て
い
ま
す
。 

　
贈
呈
式
で
は
佐
藤
会
長
が
「
ウ

サ
ギ
は
上
り
坂
が
得
意
。
皆
さ
ん

の
成
績
も
上
昇
す
る
よ
う
に
」
と

激
励
し
た
後
、
メ
ン
バ
ー
が
一
人

一
人
に
贈
呈
し
ま
し
た
。 

　
障
が
い
な
ど
に
か
か
わ
ら
ず
Ὶ
誰
も
が
人
格

や
個
性
を
尊
重
し
支
え
合
う
‎
共
生
社
会
‏
を
目

指
し
Ὶ
内
閣
府
が
広
く
理
解
と
関
心
を
深
め
る

こ
と
を
目
的
に
公
募
し
た
‎
心
の
輪
を
広
げ
る

体
験
作
文
‏
で
Ὶ
尾
崎
小
学
校
六
年
の
齊
藤
悠
人

君
の
‎
う
れ
し
か
ℕ
た
お
ん
ぶ
リ
レ
ῴ
‏
が
優
秀

賞
を
受
賞
し
ま
し
た
Ί

　
一
人
一
人
の
意
識
が
共
生
社
会
を
育
て
る
力

に
な
り
ま
す
Ί
齊
藤
君
の
作
文
を
紹
介
し
ま
す
Ί

尾
崎
小
学
校 

六
年

齊 

藤 

悠 

人

　
ぼ
く
は
小
学
六
年
生
。
生
ま
れ
た
時
か
ら
障
が
い
が

あ
り
、
歩
く
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
学
校
の
中
や
ふ
だ

ん
の
生
活
で
は
「
車
イ
ス
」
に
乗
り
、
ト
イ
レ
や
着
替

え
な
ど
、
身
の
回
り
の
こ
と
で
自
分
の
で
き
な
い
こ
と

は
手
伝
っ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。  

　
そ
ん
な
ぼ
く
で
す
が
、「
で
き
る
限
り
、い
ろ
ん
な
体

験
を
し
て
み
た
い
」
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

　
で
も
、
友
達
と
い
っ
し
ょ
に
で
き
な
い
時
は
、
や
り

方
を
聞
い
た
り
見
た
り
し
て
、
ふ
ん
い
気
だ
け
を
楽
し

む
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
友
達
が
楽
し
そ
う
に
し
て
い
る

だ
け
で
、
ぼ
く
も
楽
し
く
な
り
ま
す
。
そ
ん
な
ふ
う
に

し
て
、
ぼ
く
は
学
校
の
行
事
以
外
に
も
、
い
ろ
い
ろ
な

体
験
を
し
て
き
ま
し
た
。 

　
実
際
に
ぼ
く
が
体
験
し
て
、
今
で
も
心
に
残
っ
て
い

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
、
三
年
前
に
親
子
自
然

学
習
体
験
に
参
加
し
た
時
の
こ
と
で
す
。
一
泊
二
日
の

中
で
、
と
う
ふ
を
作
っ
た
り
白
神
山
地
に
行
っ
て
、自
然

の
中
で
い
ろ
い
ろ
と
体
験
し
た
り
と
い
う
こ
と
で
し
た
。 

　
行
く
前
に
、
お
母
さ
ん
が
ス
タ
ッ
フ
の
人
と
決
め
た

こ
と
が
二
つ
あ
り
ま
し
た
。
一
つ
目
は
、
青
池
に
車
イ

ス
で
行
け
る
所
ま
で
行
き
、
後
は
お
母
さ
ん
と
引
き
返

す
と
い
う
こ
と
。
二
つ
目
は
、
白
神
山
地
は
急
な
し
ゃ

面
が
あ
る
の
で
、
お
母
さ
ん
と
二
人
で
バ
ス
に
乗
っ
て

待
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
し
た
。
ぼ
く
と
お
母
さ
ん

は
バ
ス
に
乗
っ
て
い
る
間
に
「
思
い
出
を
絵
に
か
こ
う
」

と
、
ス
ケ
ッ
チ
ブ
ッ
ク
と
色
鉛
筆
を
持
っ
て
行
き
ま
し

た
。
で
も
、
そ
れ
を
使
う
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。 

　
初
め
に
青
池
に
行
き
ま
し
た
。
デ
コ
ボ
コ
の
道
で
車

イ
ス
の
前
輪
を
上
げ
て
進
ん
で
行
き
ま
し
た
。
青
池
は
、

本
当
に
真
っ
青
で
き
れ
い
で
し
た
。 

　
そ
の
後
は
、
山
道
を
歩
く
こ
と
に
な
り
、
引
き
返
そ

う
と
し
た
ら
、
一
人
の
ス
タ
ッ
フ
の
方
が
ぼ
く
を
お
ん

ぶ
し
て
、
も
う
一
人
の
方
が
車
イ
ス
を
持
っ
て
く
れ
ま

し
た
。
そ
の
お
か
げ
で
、
み
ん
な
と
同
じ
コ
ー
ス
を
回

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

　
次
に
白
神
山
地
に
行
き
ま
し
た
。
少
し
雨
が
降
っ
て

き
ま
し
た
。
「
み
ん
な
は
雨
が
降
っ
て
も
山
に
行
く
の

か
な
？
」
と
考
え
て
い
る
と
、
「
さ
あ
悠
人
君
、
行
く

ぞ
っ
」
と
い
う
声
が
聞
こ
え
て
き
ま
し
た
。
ス
タ
ッ
フ

の
方
々
が
ぼ
く
を
お
ん
ぶ
し
て
く
だ
さ
り
、
山
に
入
っ

て
い
く
こ
と
に
な
っ
て
い
た
の
で
す
。 

　
ぼ
く
は
「
重
い
の
に
、
大
丈
夫
か
な
」
と
思
っ
た
け

ど
、「
す
み
ま
せ
ん
。
お
願
い
し
ま
す
」
と
言
っ
て
、

お
ん
ぶ
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。 

　
少
し
ず
つ
山
の
中
へ
入
っ
て
行
き
ま
し
た
。
ブ
ナ
の

大
き
な
枝
や
葉
が
広
が
っ
て
い
ま
し
た
。
途
中
で
、
山

の
ガ
イ
ド
の
方
が
ブ
ナ
の
木
の
説
明
を
し
て
く
れ
ま
し

た
。
ク
マ
の
つ
め
跡
が
た
く
さ
ん
あ
っ
た
り
、
冬
の
間
、

ク
マ
の
穴
に
キ
ツ
ネ
が
居
候
す
る
話
な
ど
を
教
え
て
も

ら
い
ま
し
た
。
ぼ
く
は
そ
れ
を
知
っ
て
、
森
の
中
で
は

動
物
た
ち
が
お
互
い
に
協
力
し
合
っ
て
暮
ら
し
て
い
る

ん
だ
な
と
思
い
ま
し
た
。 

　
植
物
の
話
や
動
物
た
ち
の
話
を
聞
き
な
が
ら
も
、
ぼ

く
は
ス
タ
ッ
フ
の
方
か
ら
「
お
ん
ぶ
の
リ
レ
ー
」
を
し

て
も
ら
い
な
が
ら
進
ん
で
行
き
ま
し
た
。
虫
の
声
や
鳥

の
鳴
き
声
も
山
に
ひ
び
い
て
い
ま
し
た
。
初
め
て
の
音

や
経
験
で
し
た
。 

　
気
が
つ
く
と
、
ぼ
く
を
背
負
っ
て
く
れ
て
い
る
ス
タ

ッ
フ
の
方
の
背
中
か
ら
汗
が
ジ
ワ
ー
ッ
と
伝
わ
っ
て
き

ま
し
た
。
び
し
ょ
び
し
ょ
に
な
っ
て
い
る
の
に
、
後
ろ

を
向
い
て
「
だ
い
じ
ょ
う
ぶ
か
？
」
と
何
度
も
声
を
か

け
て
く
れ
た
の
で
す
。
ぼ
く
は
、
お
ん
ぶ
し
て
大
変
だ

と
思
う
の
に
、
そ
ん
な
こ
と
は
言
わ
な
い
で
ぼ
く
を
心

配
し
て
く
れ
て
い
る
と
思
う
と
、
な
ん
だ
か
申
し
訳
な

い
よ
う
な
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。 

　
自
分
や
家
族
の
力
だ
け
で
は
絶
対
に
経
験
で
き
な
い

こ
と
を
さ
せ
て
く
れ
た
ス
タ
ッ
フ
の
皆
さ
ん
に
は
、
本

当
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。 

　
こ
れ
か
ら
先
も
、
一
人
で
は
で
き
な
い
こ
と
が
た
く

さ
ん
あ
る
と
思
う
け
ど
、
手
伝
っ
て
も
ら
う
時
に
は

「
あ
り
が
と
う
」
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
に
伝
え
た
い
と

思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
こ
ま
っ
て
い
る
人
が
い
た
ら
、

ぼ
く
が
で
き
る
こ
と
は
や
っ
て
あ
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。 

内
閣
府
特
命
担
当
大
臣
名
の
賞
状
を
手
に
ほ
ほ
え
む
齊
藤
君

ゆ
う 　

と


